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論文内容の要旨
インド半島東部に分布する東ガート・グラニュライト帯 (EasternGhats Granulite Belt)の中央一
北部に位置するRayagada地域の地表地質調査をf7~、，グラニュライト帯の形成過程と発達史の検討を行つ
た。
調有地域の構造発達史に関して次のような新しい知見が得られた。
(1) RayagadaJlli域には.泥質グラニュライト，カルクーシリケート質グラニュライト，斜方輝石グラニュ
ライト，塩基性グラニA ライト，花闘岩質片麻宕などが分布している。この地域には> 3回の変形一摺曲
作用 (Dl-F1，D2-F2， D3-F3)が認められる。 Flはメタペライトやカルクシリケートグラニュライトに
顕著に認められる折りたたみ摺曲， F2は等斜摺曲t F3は緩斜摺曲で特徴づけられるo地質構造解析から，
Rayagadaの周辺地域のテクトニクスは.初期の圧縮場(Dl)から後期の拡張場(D2，D3)に変化したと考
えられる。
(2) Hayagadaの変成温度!主力経路は，初期の高濡下における急激な減圧過程と.それに続くほぼ等圧で
の冷却過程，そして最後期の減圧過程で特徴づけられる。初期の圧縮場における変形作用(D1)と13Kbを
超す高い変成圧力条件は，大陸地殻の衝突テクトニクスを示唆していると思われる。その後に続く，拡張
場を示す変形作崩(D2)は，地殻底部へのマグマ・アンダープレーティングによる熱の供給と，それに続
くほぼ等Jfでの冷却過程を示していると考えられる。最後期の比較的低温下での減圧経路は変形作用(D3)
と女、J.Lιしていると思われる。
(3) グラニュライトについて全岩化学分析を行い源岩の推定を行った。全岩化学的特徴から，砂宕，頁岩，
ラテライト，マールなどが堆積岩起源グラニュライトの源岩と推定された。塩基性グラニュライトの化学
的特徴から，その源岩は塩基性火成岩と推定された。その化学的特徴(l，現在の大院のリフト帯に産山す
る，弱アルカリ玄武右-と煩似している。斜方輝石グラニュライトは，塩基性(エンデルバイト)から酸性
(チャーノッカイト)まで，j::要正煮や微量Jじ素が連続的な変化を示す。この変化はマグマの分化作用と
Lていると解釈できる。これらの全岩化学組成の特徴は，東ガート・グラニュライト帯の大陸内リフトテ
クトニクス形成説を支持している。
(4) 泥質.カルクーシリケー卜質，臨基性.斜方間石グラニ A ライトと花商岩質片麻岩についてのRb-Sr
とSm-Ndr司{立体:年代を令官および鉱物アイソクロン法およびSJ!RIMP法で決定した。測定結束は 4つの
一一・】 I -
年代前ー クラスター を形成した。-."，1500-14001¥aの年代植の伝も占いクラスターは，出基性火成右・および花
尚岩の形成時期!を1]'¥していると思われる。第一ー のクラスター (-."，1000Ma)はチャーノッカイ卜の形成時
期と解釈された。鉱物アイソクロン年代値(-."，800Ma)はおそらく花商岩質深成右-の活動による熱の供
給による変成作周年代を示すものと考えられる。最も若い-550Ma付近年代クラスターはパンアフリカ
ン変動を示していると考えられる。このような研究結果から.次の棟な東ガート・グラニ A ライト帯
Hayagada地域の構造発注史シナリオを書くことができる。
~1500-1400MA 塩基性の貫入岩と花商岩の活動で特徴づけられる最初の変成作用とマグマ活動
...100:¥t1a 
-800Ma 
-fi50Ma 
チャーノッカイトの活動で特徴づけられるマグマ活動と変成作用
開右質花嗣右ーとベグマタイトの活動
バンアフリカン造1I運動と関連した変成作用
論文審査の結果の要旨
東ガー卜帯は，インド半島東部に幅数百km，延長千数向ikmの分布を持つ原生代の恒大変動帯で.ゴンド
ワナ起大陸テクトニクス研究の鍵をにぎる地域であり，野外調査を踏まえた詳しい研究が必要であった。
本研究はまず，東ガート警の中北部に位置するRayagada地域の野外地質調査を行い，地質凶を作成した。
そして，変形・楕曲構造の形成過程，変成作用の温度・圧力経路，全岩化学組成の特徴による変成岩の源
岩と形成場， Rb-SrとSm-Nd同位体法及LfジルコンU-PbSIJRJ;'v1Pi法による岩石の形成・変成年代.等
の検討を行った。これらの結果を総合して著者はRayagada地域の造構史を以下の通り明らかにした。
約14億年前より前の特定できない時期:大陸のリフト或いは受動縁起における積成岩体の形成と，その後
の圧縮場における高温高圧(11kb以上1150"C前後)の変成作用
約14億年前;リフト的造構場における塩基性の貫入岩と花向岩の活動で特徴づけられるマグマ活動
約10億年前:陸弧的造構場におけるチャ Jレノカイトの活動で特徴づけられるマグマ活動と等温滅距の変成
作用
約8億年前:大陸内部の伸長応力場における斑岩質花商岩及びペグマタイトの活動と弱い熱変成作用
約5.5億年前;大陸内部の伸長応力場におけるパンアフリカ変動と関連した，熱的変成作用。
著者は，このようなRayagada地域の造構史は，東ゴート帯に広く共通するものである可能性を指摘し.
先カンブリア代ゴンドワナ超大障の中では東南極ライナ一帯の約10億年前事件及びそれ以後の変動事件に
よく対比されることを指摘した。
本研究は，東ガート帯の造構史と地殻形成過程について，新しく重要なデータと考察を示した。これは東
ガート帯のみならず，今後の原生代ゴンドワナ超大陸形成過程の研究に大きな影響を与えるものである。
よって木研究の著者は博士 (f理学)の学位を授与されるに値すると審査された。
